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令和７年度 第１回 高山市総合計画審議会 会議録（要旨）

日 時：令和８年１月３０日（金） １４時００分～１５時２０分

場 所：高山市役所 ２階 ２０１・２０２会議室

出席者：高山市総合計画審議会委員 １９名（欠席者１０名） ※別紙名簿のとおり

高山市副市長、総合政策部長、総合政策課長、スポーツ推進課長、商工振興課長、観光

課長、総合政策課総合政策係長

会議内容（次第）

１．開会

市あいさつ（上田副市長）

２．議事（議長：堀会長）

⑴ 新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）事業の令和７年度取組

状況について

資料に基づき事務局が説明

議長（堀会長）

・外国人ワンストップ医療窓口設置事業について、これまでの総事業費はいくらか。多

くの海外の方に観光でお越しいただいているだけでなく、在住外国人は１,６００人

と年々増えている。この事業については日赤、久美愛病院さんにはお世話になってい

る。

沼津総合政策課長

・令和４年度から令和８年度までの５年間の継続事業となるが、総事業費は約２０,０

００千円で、これに対して２分の１の約９,７００千円の交付を受ける。

渡邉委員

・地域未来交付金という新たな名称となるが、最新の動き等は事務局では把握している

のか。また、新しい動きに対してここに挙げているメニューは継続して活用していく

のか、あるいは新しい事業での活用を考えているか。

沼津総合政策課長

・後継の交付金については国からの通知や説明会で確認をしている。新たな事業の活用

については来年度予算のこともあり回答を差し控えさせていただくが、総合計画に位
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置づけている重点事業について優先的に活用をしていきたいと考えている。ここに挙

げた３事業も国から継続事業として採択いただいているため、来年度も活用に向けて

申請をする予定。

新井委員

・ビッグアリーナの空調改修について交付金の活用を考えているか。

清水スポーツ推進課長

・メインアリーナの空調改修になるが、今年度は設計、令和８年度と令和９年度に工事

を予定している。財源は文部科学省の社会体育施設にかかる交付金の活用を予定して

いる。

⑴について了承

⑵ 令和７年度施策評価について

（参考）高山市まちづくりアンケート調査結果報告書

資料に基づき事務局が説明

保谷委員

・町内会に入らないあるいは辞める方が目立ってきた。会費の徴収や役周りなどメリッ

トを感じないようなことがあるからだと思うが、意識的にメリットを準備する必要が

あると思う。その場合大きなメリットが１つや２つだけあるというのではなく、小さ

なものでも良いので町内会に入るメリットをたくさん準備する必要があると思う。ト

ータルで考えて町内会に入っていた方が良いと感じてもらえるような町内会づくり

や、まち協の活動の組み立て直しをしていかなければならないと思っている。地域の

つながりは大切だと思っていて、阪神淡路大震災のときに、自衛隊や消防に助けても

らった方が約７,０００人に対して、近所の方に助けてもらった方は２５,０００人だ

ったという事例がある。近所付き合いによって命が助かるということもあるため、昔

ながらの日本のコミュニティの良さを見直して制度化したい。

多賀委員

・まちづくり協議会の負担軽減のために役の人を減らすと、関わる人が減ることになる

ため、負担軽減をすることが本当に良いのかという点が課題だと思う。つながりはつ

くりたいけど負担はしたくないという方がいると思う。
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鴻巣委員

・西之一色町で昨年の秋頃に火事があり、今年も正月早々に花里町で火事があった。３

０年、４０年前は火事があると、消火栓は消防署が使用し、消防団員は小川などの水

利を使用していた。宮川の水利を引っ張って水が入ってくるところは昔から市が定期

的にごみを取るなどの管理をしているが、苔川は地域で管理をしていて、上流の方で

は組合があってそこで管理しているが、組合がないところは個人がごみや砂を取った

りしている。宮川系の水利は高山駅西まできており、苔川からの水利は西之一色町か

ら上岡本町を通っていくが、最近入口でつまって水が流れてこないことがある。防火

用水や田んぼの水としても必要だが、市の維持課に相談しても農業用水路ではなく排

水路なので水が流れなくても良いと言われた。田んぼの水だけでなく防火用の水路や

管理についてここには載っていない。消火栓は消防が優先的に使うが、消防団は小川

の水などを使わなければならない。３０年４０年前はけっこう火事があり、消防団の

消火活動は水探しから始まった。苔川の上部をはじめ水利の維持管理を市で行っても

らいたいと思う。白山神社付近の水利のごみ取りは自分がやっている。ここには組合

がないので親とわたしの個人でやってきたが個人で行うことは限界があるし、山の中

だとイノシシが壊して取入口がふさがっているところがある。防災の観点や田んぼの

水の確保の点からも検討してほしい。

議長（堀会長）

・今の内容を農政部等に共有してほしい。特に防災における水利については防災計画に

盛り込んでも良いかと思う。

岩塚委員

・アンケートについて、標本数が３,０００配布に対して１,２３５の回答があったとあ

るが、その内１０代２０代の回答数５８件については、家庭に配られたのであればこ

どもが代表して回答したのか。また、５８件の回答は地域の偏りがない集計となって

いるか。

・１０代、２０代、３０代の地元への愛着や誇り、住み続けたいかというところへの回

答がどれくらい伸びているのか、市の手ごたえはどのようなものがあるか。

沼津総合政策課長

・１０代は１８歳以上としているため基本的にはご自身で答えている。統計法に基づく

各種調査の手法を引用しているが、３,０００の標本に対して回収率４０％というの

は統計の算式からすると高い数値となる。また、配布先は１０地域のバランスや年齢

の偏在を考慮し、過去の回収率などの実績をみながら配布数を決めるといった計算を

して配布した。

・若い方の地元への誇り、愛着についてはクロス集計をしており、１０代、２０代は経

年からみても高い割合となっている。３０代・４０代になると少し落ちるが、トータ
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ルでは高い数値となる。また、若い方が何に愛着を感じるかという掘り下げた質問を

したところ「自然環境」という回答が多かった。今回のアンケートとは別に、昨年度

第九次総合計画に関するアンケート調査を行った。そこでは小学生、中学生、高校生

それぞれに調査をしたが、全ての属性で約９割が愛着を感じているという結果になり、

そこでも同じように「自然環境」が誇らしいという結果が出た。

渡邉委員

・アンケートについて、大学や就職で帰ってこないといった人口流出が問題になってい

ると思うが、その点で今回のアンケートは地元に残っている方を調査対象としたアン

ケートのため、地元への愛着が強いなどのバイアスがかかっていると思う。地域のこ

こが良いから残っているということは分かるが、市外へ出て行かれた方に対して帰っ

てこない理由を探るようなアンケートは行っているか。

沼津総合政策課長

・現役の大学生等で市を離れた方の分析はこれまで行っていない。高校３年生に進路後

の展望を伺うアンケートはこれまで経年で行っている。

渡邉委員

・仕事が無いから戻って来られないという回答があると、産業振興も重要ではないかと

いう分析が可能だと思うので、今後そういった設計も考えてもらえたらと思う。

倉坪委員

・資料２の「３.市民満足度・重要度による評価」について、満足度が８割を超えてい

る項目は観光、海外戦略、生活環境、上下水道、消防である。観光、海外戦略はこれ

までの努力の成果だと思うし、生活環境や上下水道の数値が高いことは生活している

者からするとうれしく思う。上下水道は施設の老朽化も踏まえここに満足することの

ないようにしてほしい。反対に、土地利用が２８.９％と飛びぬけて低い。第九次総

合計画では高山駅西の総合開発や、支所地域の土地利用なども考えてみえるので今後

満足度が上がってくることを期待したい。

鴻巣委員

・ごみシールの粘着力が弱く冬場は特に取れやすいので強いものに変えてほしい。

議長（堀会長）

・防災における地域共助は大切だと感じている。今後の取組みとして、町内会を含めた

地域共助をどう育んていくのかという市政の中のテーマとして考えてもらえたらと

思う。
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丸山委員

・資料２、３ページの「３．市民満足度・重要度による評価」について、高齢者福祉、

地域福祉の満足度が５割前後となっているため、地域福祉を担っている団体としては

力を入れていかねばならないと感じた。

・重要度という言葉の捉え方について伺いたい。資料２、１ページの「３．市民満足度・

重要度による評価」の労働の数値について、令和６年度の重要度が９６．６％とある

が、これは重要だと思っている方が９６．６％いるという解釈で良いか。どの施策も

重要であるため、重要度をパーセンテージで表示することがどうもすっきりしない。

優先度に読み替えるのはどうか。

・資料２、３ページの「２．まちづくり指標による評価」の健康寿命の現状値について、

厚生労働省が出している健康寿命よりも５、６歳高い数値だと思う。市の捉え方はど

うなのか。例えば、要介護、要支援になっていない方を健康と捉えているのか。

沼津総合政策課長

・アンケートでは「重要である」「やや重要でる」「あまり重要でない」「重要でない」

の４段階から選択いただく設問とし、重要度の割合については、「重要である」と「や

や重要である」と回答された方の割合になる。これは八次総合計画の前期計画で同様

の評価をしていたため、経年比較という観点から設問を変えなかったが、優先度の視

点については、今後の評価の中で総合的に考えていきたい。

・健康指標は市の主要計画の「健康たかやま２１」の指標と同様のものを用い、他の関

連する重要計画との整合を図った。

保谷委員

・資料２、５ページの「２．まちづくり指標による評価」の地域公共交通年間利用回数

について、以前よりまちなみバスやのらマイカーの利用者がやや増えているが、この

数字を作るためにはかなり予算を使うと思う。少ない費用で高い成果が出る方が良い

ため、この数字にするためにどのくらい費用がかかったのかを施策評価の中で図る視

点も必要なのではないかと思った。観光の方の利用により、外からのお金が入ってき

たことで財政措置をしなくても数値が向上したともっていけると望ましいと思う。

沼津総合政策課長

・今回は計画の方向性の評価が主旨であるため定性的な評価となった。１つ１つの事業

の評価は毎年度実施しており、事業評価シートをホームページで公開している。しか

しながらご指摘のとおり、重要な指標になっているものについては、経年で投じたコ

ストに対してどういった評価が必要かという視点も重要だと思ったため、今後参考に

したい。
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保谷委員

・表に出す必要はないかもしれないが、そういった意識や視点を市役所の中で持ってほ

しい。

箕浦委員

・報告書において地域別の居住者の数値の違いを分析しているが、高山地域と支所地域

と雰囲気の違いを感じるため、地域別のそれぞれの性質を横串でひろうような分析は

しているか。

沼津総合政策課長

・地域割をベースにした視点での集計はできていない。項目に対して地域別に集計した。

堀会長

・防災における共助の問題など、様々な問題を含め総合計画のスタートの中でしっかり

と取り組んでもらいたいと思う。

⑵について了承

３．その他

新井委員

・審議会の構成員に建設業に携わる方を加えることを検討してほしい。商工会議所の建

設業の会員数は商業に次いで多い。東日本大震災の際は自衛隊が被災地に入れなかっ

たため、建設業が道路啓開をして自衛隊や消防よりも先に被災地に入って活動した。

分布図にも消防、上下水道、道路、防災という項目があることを考えると、建設業の

知見を持った分野の方がいてはどうかと思った。例えば、高山建設業協会や会議所に

所属する高山市建設業連絡協議会の方を迎え入れてはどうか。市の防災減災、強靭化

の視点で建設業は大きな役割を果たしており、市民の生命と財産を守るという自負を

持っている。連携していくという意味でも知見を持った方がいても良いと思うので検

討してほしい。

４．閉会

市あいさつ（平野総合政策部長）



高山市総合計画審議会　委員名簿
№ 団体等名称 役職等 氏名 出欠（1/30）

1 高山市観光連絡協議会 会長 堀　泰則

2 高山商工会議所 副会頭 蓑谷　雅彦

3 高山市商店街振興組合連合会 副理事長 松葉　早百合 欠席

4 高山金融協会 会長 林　雄一郎 欠席

5 連合岐阜飛騨地域協議会 事務局長 谷口　寛子

6 高山市農業委員会 会長 鴻巣　明久

7 飛騨農業協同組合 代表理事専務 坂井　昭夫 欠席

8 飛騨高山森林組合 森林整備課長 向畑　学

9 社会福祉法人高山市社会福祉協議会 事務局長 丸山　永二

10 高山市民生児童委員協議会 委員 村中　美耶子

11 特定非営利活動法人飛騨高山わらべうたの会 理事長 岩塚　久案子

12 高山市連合長寿会 副会長 大沼　敏夫 欠席

13 高山身体障害者福祉協会 副会長 小林　幸長

14 （一社）高山市医師会 加藤　早千代 欠席

15 高山市教育委員会 委員 桑谷　康弘 欠席

16 高山自動車短期大学 学長 坂井　歩 欠席

17 高山市社会教育委員会議 議長 加藤　誠昭 欠席

18 （一社）高山市文化協会 理事 北平　真由美

19 高山人権擁護委員協議会 事務局 倉坪　栄一

20 みなみまちづくり協議会 会長 保谷　卓也

21 国府町まちづくり協議会 事務局長 多賀　泰歩

22 一般社団法人高山青年会議所 直前理事 山本　善大

23 高山国道事務所 所長 渡邉　賢一

24 高山市快適環境づくり市民会議推進委員会 委員 澤之向　由美子

25 たかやま林業・建設業協同組合 副理事長 新井　裕輔

26 高山市景観町並保存会連合会 会長 大野　二郎 欠席

27 （一社）岐阜県建築士事務所協会 飛騨支部長 古垣内　克幸

28 高山市消防団 団長 栗本　義浩 欠席

29 岐阜新聞・岐阜放送ひだ高山総局 総局長 箕浦　由美子

任期：R6.6.1～R8.5.31


